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技術部門                  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

１ ． 多 面 的 な 課 題  

（ １ ）  い か に 連 携 ・ 協 働 を 促 進 す る か  

 人 口 減 少 が 著 し い 自 治 体 で は 、 公 共 交 通 の 需 要 が 減

少 し 、 減 便 や 廃 線 に よ る 交 通 空 白 地 域 が 増 加 し つ つ あ

る 。 採 算 性 の 低 い エ リ ア で の 日 常 生 活 の 移 動 を 確 保 す

る た め に は 、 交 通 事 業 者 の み で の 移 動 サ ー ビ ス の 提 供

が 困 難 と な っ て き て い る 。 よ っ て 、 仕 組 み 面 の 観 点 か

ら 連 携 ・ 協 働 し た 移 動 サ ー ビ ス の 提 供 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） い か に ド ラ イ バ ー を 確 保 す る か  

長 時 間 労 働 を 是 正 し 、 安 全 な 運 行 を 行 う た め ２ ０ ２

４ 年 度 か ら 改 善 基 準 告 示 の 改 正 が 適 用 さ れ た 。 ド ラ イ

バ ー の 拘 束 時 間 が 短 縮 さ れ た 一 方 、 バ ス 事 業 で は 人 員

不 足 の た め 、 従 来 の ダ イ ヤ 通 り に よ る 運 行 維 持 が 困 難

化 し ① 、 減 便 等 の 危 機 に あ る 路 線 も あ る ② 。 よ っ て 、

人 材 面 の 観 点 か ら 、 ド ラ イ バ ー の 確 保 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） い か に デ ジ タ ル 化 を 活 用 す る か  

 公 共 交 通 の 利 用 者 を 増 や す た め に は 、 単 な る 移 動 だ

け で な く 、 付 加 価 値 の 創 出 が 重 要 と な っ て く る 。 そ の

た め 、 ア プ リ や ウ ェ ブ を 通 じ て ③ 複 数 の 交 通 手 段 や 目

的 地 と の 連 携 が 求 め ら れ て い る 。 よ っ て 、 技 術 面 の 観

点 か ら 、 デ ジ タ ル 化 の 活 用 が 課 題 で あ る 。  

① 表現が冗長的です。→「従来のダイヤ通りに運行ができず」 

② 減便を危機と表現するのは、若干違和感があります。→「路線の減便、廃止が危惧される。」 
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 投 資 が 少 な く 、 す ぐ に 取 り 組 む こ と が で き る た め 、

「 い か に 連 携 ・ 協 働 を 促 進 す る か 」 を 最 も 重 要 な 課 題

に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ）  ラ イ ド シ ェ ア の 推 進  

① 都 市 部 で の 活 用  

都 市 部 で は 、 タ ク シ ー 特 措 法 に よ り 供 給 量 が 制 限 さ

れ て い る 一 方 で 、 需 要 の 高 ま る 時 間 帯 や 地 域 で は 供 給

量 が 不 足 す る 場 合 が あ る 。 そ の た め 、 自 家 用 車 活 用 事

業 と し て ラ イ ド シ ェ ア を 導 入 す る 。 具 体 的 に は 、 配 車

ア プ リ 等 で 不 足 す る 地 域 や 時 間 帯 を 特 定 す る 。 そ の 上

で 、 タ ク シ ー 会 社 は 不 足 分 を 地 域 の 自 家 用 車 を 活 用 し

て タ ク シ ー 事 業 の 一 環 と し て 輸 送 す る 。 こ れ に よ り 、

特 措 法 に 触 れ る こ と な く 、 安 定 し た 供 給 を 実 現 す る ④ 。  

 

② 地 方 部 で の 活 用  

 人 口 減 少 が 進 む 地 方 部 で は 、 需 要 の 減 少 に よ り バ ス

や タ ク シ ー が 十 分 に 供 給 さ れ な い 地 域 が あ る 。 そ の よ

う な 交 通 手 段 を 確 保 す る の が 難 し い 過 疎 地 に お い て 、

自 家 用 有 償 旅 客 運 送 事 業 と し て の ラ イ ド シ ェ ア を 導 入

④ 目的が合規性の確保のように見えます。法令遵守は当然の帰結なので、解決策の特記事項として記

述する必要性は低いと思います。具体例のあとには、特筆すべき効果や波及効果を書くとよいでし

ょう。増加する観光需要にともなう移動サービスの充実などが考えられます。 

③ 昨今の動向からするに、「IoT技術等を活用した」 
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す る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス や Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ⑤ 等 が カ バ ー で

き な い エ リ ア を 、 一 般 ド ラ イ バ ー に よ る 送 迎 を 可 能 と

す る こ と で 、 免 許 を 返 納 し た 高 齢 者 等 の 交 通 弱 者 ⑥ の

通 院 や 買 い 者 を 支 援 し て い く ⑦ 。  

 

（ ２ ）  輸 送 資 源 及 び 業 務 の 一 元 化  

① 既 存 の 輸 送 資 源 の 活 用  

 需 要 の 減 少 等 に よ り 、 路 線 バ ス 等 の 維 持 が 困 難 な 状

況 に あ る 地 域 に お い て 、 既 存 の 輸 送 ス ト ッ ク を 活 用 す

る 。 具 体 的 に は 、 ス ク ー ル バ ス や 自 動 車 教 習 所 等 の 送

迎 バ ス の 遊 休 状 態 と な る 空 き 時 間 等 を 活 用 し て 、 乗 合

バ ス と し て 住 民 の 移 動 を 支 援 す る 。 地 域 に 存 在 す る 輸

送 資 源 の 総 動 員 を 図 る こ と で 、 移 動 手 段 を 確 保 す る 。  

② バ ス 路 線 の 共 同 運 営  

 同 一 エ リ ア 内 に 複 数 の バ ス 事 業 者 が 平 行 し て ⑧ 運 行

し て い る 場 合 、 案 内 が 煩 雑 と な り 利 便 性 が 低 下 す る 恐

れ が あ る 。 こ の た め 、 独 禁 法 特 例 法 に 基 づ き 共 同 経 営

計 画 を 策 定 す る ⑨ 。 事 業 者 間 で 路 線 や ダ イ ヤ 、 運 賃 の

設 定 を 行 う こ と で 、 収 支 格 差 を 縮 小 さ せ 、 効 率 的 か つ

利 便 性 の 高 い 輸 送 を 実 現 さ せ る 。  

⑤ 性質が異なるので、合わせた方が良いでしょう。→「コミュニティバスや NPO 法人による送迎バ

ス」 

⑥ →「移動制約者」 

⑦ 解決策なので、「していく」は未来の行動としての意味合いが強いので「する」がいいですね。 
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（ ３ ） モ ビ リ テ ィ ハ ブ の 形 成  

 生 活 圏 に お け る 移 動 サ ー ビ ス の 充 実 を 図 る た め 、 多

様 な 交 通 モ ー ド と 連 携 し た 拠 点 ⑩ を 形 成 す る 。 具 体 的

に は 、 モ ビ リ テ ィ ハ ブ を 整 備 し シ ェ ア サ イ ク ル 等 多 様

な モ ビ リ テ ィ と の リ ン ク 機 能 を 強 化 す る ⑪ 。 併 せ て 、

Ｍ ａ ａ Ｓ を 導 入 し 、 予 約 か ら 決 裁 ⑫ ま で の 一 連 の 手 続

き を シ ー ム レ ス に す る 。 リ ン ク 機 能 の 強 化 と 連 動 さ せ

る こ と に よ り 、 質 の 高 い 公 共 交 通 サ ー ビ ス を 提 供 す る 。  

 

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

新 た な 仕 組 み の 定 着 に よ り 、 多 様 な 交 通 モ ー ド の 過

度 な 供 給 が 発 生 す る リ ス ク や 、 従 来 の 公 共 交 通 の 経 営

が 悪 化 す る リ ス ク が あ る ⑬ 。 解 決 策 と し て 、 法 定 協 議

会 の ア ッ プ デ ー ト を 図 る 。 自 治 体 や 交 通 事 業 者 に 加 え 、

分 野 横 断 的 な 体 制 を 整 備 す る と と も に ⑭ 、 デ ジ タ ル

⑩ 「と」は２つの事柄を結ぶのに用います。この場合、交通モードしかありません。→「多様な交通

モードが相互に連携できる拠点」 

⑪ これも⑩と同じです。何とシェアサイクルとのリンク機能を強化するのですか。また、具体的と言

っているので、もう少し想定されるケースを例示すると良いでしょう。例えば、「旅行者が鉄道で

観光地を訪れた場合、目的地へのラストワンマイルモビリティ―としてシェサイクルが利用できる

ようにする。」などが考えられます。 

⑫ →「決済」 

⑧ ちょっと分かりづらいですかね。→「重複して」 

⑨ 誰が計画を策定するのですか。 
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⑮ の 活 用 に よ る 運 営 の 効 率 化 を 図 る こ と で ⑯ 、 地 域

公 共 交 通 の 司 令 塔 機 能 を 強 化 す る 。  以 上  

 

⑬ 多様な交通モードの過度な供給が少し分かりづらいですね。「新たな交通モードを導入することに

より、過剰供給や既存交通との競合が発生するリスクがある」としてはいかがでしょうか。 

⑭ 「自治体や交通事業者に加え」とあるので、誰を加えるのか記述したうえで横断的な体制になるこ

とを説明しましょう。 

⑮ →「デジタル技術」 

⑯ リスクとの関連性が良く分かりません。データ管理による需要コンロロールということですかね。

もう少し説明が必要です。 


